
山形県知事吉村美栄子様

遊佐洋上風力発電計画についての公開質問状

6月4日、参議院環境委員会で、立憲民主党

取り上げ、質問をした。

●先ず、離岸距離の問題について、10MW以上の洋上風力発電を離岸距離 10km以内に建設した

実例や計画があれぱどぅか?との質問に対して

「世界で10MW以上の洋上風車力^距離10km以内の沿岸での稼働実績はない」と環境省総

合政策統括官が明言した。

●又、風車騒音の問題として、陸上風車が多く建設されている秋田県では風車騒音の近くに住む2

1名の住民が健康被害を訴え、国に請願を提出している事を指摘。

2016年、元国立環境研究所主任研究員で現在、大分看護科学大学教授の影山隆之先生の共著

で、国内千人以上の疫学調査結果の論文が発表されている。

全国50か所、被験者1719名について不眠症の有病率を調べ、屋外騒音レベル41デシベルの暴露

で不眠症の有病率が約5倍になっており、風車騒音によって明らかに深刻な睡眠障害、不眠症が生

じていることを示した論文である。

この影山先生のデータをもとに北海道大学田鎖助教が開発した、 H りスクというシミユレーシ

ヨンソフトで試算すると、影山論文の不眠症りスクが上昇する範囲に、山形県遊佐沖の計画では、

1万人が居住し250人の不眠症が発生すると試算される。由利本荘市沖の計画では4万4千人が

居住い000人の不眠症が発生すると試算される。

●2017年の環境省指針では、「国内外で得られた研究結果を踏まえると、風力発電施設から発生す

る騒音が人の健康に直接的に影響を及ぽす可能性は低いと考えられる。」という表現で、+5デシベ

ルのみの上限値なしの規制値となっている。

この指針では影山教授の論文は踏まえられておらず、 WH0の欧州1也域事務局でも

38.5デシベルに相当する勧告値が示され、デンマークで騒音レベル39 デシベル、スウェーデン
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*7月14日までの回答を求めます。

川田龍平議員が、遊佐沖洋上風力発電の問題を
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で40デシベルイギリス43デシベルドイツ40デシベルと上限規制値がある中で、日本では上

限規制値なく+5デジベルで無制限という状況である。

影山教授は、41デシベル以上の風車騒音で深刻な睡眠障害、不眠症が生じるとしており、睡眠障

害はWH0の発行する国際疾患分類ICDに明記された「疾患」である。

我が国はWH0勧告を無視するような指針はいますぐに改め、41デシベルと、明確な上限規制値

を定めるべきではないか。という質問をおこなった。

環境大臣は、「風車騒音の生活環境生活環境への影響を、未然に防止することが重要な課題である

と認識している。風力発電事業の実施に立っては、事業者が当該指針を踏まえ環境影響評価法に基

づき騒音を含めた、環境への影響について適切に調査予測評価行い、その影響を回避低減する措置

をとることを求めている。環境省としても事業者が適切な環境保全措置をとるよう環境大臣意見を
述べている。

今後とも環境省庁や関係の地方自治体とも連携し風力発電施設に係る騒音による生活環境への影

響の未然防止に取り組んでいく。」と答弁した。

●質問1

遊佐町で試算された250名の不眠症りスクについては、規制値を定めている欧米での規制値を踏ま

えても、ほぽ同様の試算ができる。県民に近い立場の県として、予防原則をもって風車騒音による

沿岸住民への睡眠妨害、健康影響を踏まえ、その影響が及ぱないように、十分な離岸距離を、諸外国

の先例のように確保すべきと思うがどうか?

また、この影響図作成の有識者と協議する場を設ける事を提案するがどぅか?

山形県知事の見解を伺う。

2

●鳥類について

川田議員は、質問で、二国間協定などで、国際的にも保護され我が国でも天然記念物であるマガン、

ヒシクイ、シジュウカラガンなどの渡り鳥のルートが秋田や遊佐の計画地上にある。

このことは四年前に環境大臣あて、鳥学会から指摘され保全策をとるように要請書が提出されて

いる。国内では608例生じているバードストライクや、生息地の改変、消失、飛行ルートの回避の

懸念があり、渡り鳥の二国間協定に抵触する恐れがあるし、山形県鶴岡市(大山上池下池)や山形県

新潟市(佐潟)のラムサール条約登録湿地を行き来する鳥類に影響を与え、ラムサール条約湿地と

しての価値を損なう脅威となるのではないか。との質問した。

伊藤環境大臣は、「風力事業にあっても事業者がアセスを行ない専門家の意見を聞くなど、渡り鳥

を含む鳥類等に深刻な影響が出ないように配慮されるものと考えている。環境省として山形県鶴岡

市(大山上池下池)新潟市(佐潟)などのラムサール条約等が条約湿地としての価値が損なう事のな

いように求めていく」と伊藤環境大臣が答弁した。

●質問2

自然保護行政を担当する県は、こうした渡り鳥への影響をどのように考えているか?

法定協議会に鳥類保護の関係者をいれるべきではないか?山形県知事の見解を伺う。



●離岸距離について

「世界で 10MW以上の洋上風車が離岸距離 10km以内の沿岸での稼働実綾はない」と境省総合

政策統括官が明言したが、世界では10MW級の大きな洋上風車は、離岸距離を十分にとって建設し

ている。今、計画されている10MW以上の風車が離岸距離2kmへの建設は大変大きな問題だ。

風車騒音の健康被害、国際的な渡り鳥への影響、又、今年の能登半島地震で73基の陸上風車が直

撃を受け、全て停止し、半数力^働できない状況から、活断層が多い日本海での地震りスク、等を

踏まえても、地震や津波の直撃の可能性が局い着床式、ではなく、浮体式にして十分な離岸距離を

とる事を提案した。

この事は、遊佐町民有志が3年前から主張し提言していた事であるが、これまで届かなかった声

を代弁するものであった。

現状の計画は、以下の「持続可能な社会の定義」に照らした際

り地殻から掘り出す物質の濃度が増え続けない

2)人間が創り出す物質の濃度が増え続けない

3)自然が物理的に劣化しない(生物多様性の尊重)

4)人々が満たそうとする基本的な二ーズを妨げない。

基本的二ーズ:生計保護愛情理解参加怠惰創造アイデンティティ

Neef)

の、(1×2)は満たすが、沿岸部は、鳥類他、生物多様性に富み、漁業者、海水浴場、釣り他、楽し

む人々がいる海域である事を踏まえた時、

(3)生物多様性の尊重二国間協定、ラムサール条約湿地の保護鳥に影響する。

(4)基本的二ーズ:

生計漁業者の経済、観光産業の経済に悪影響を与えかねない

保護沿岸住民へ風車騒音での健康被害りスク

理解参加意志決定への住民参加が損なわれている

怠惰(レジャー)海岸景観を楽しむ娯楽を妨げる

等を妨げることとなり(3)(4)に違反すると考え得る。

環境省が明らかにした「世界に10MW以上の洋上風力発電事業が離岸距離10Km以内に稼働の

実態はない」理由は、沿岸部の巨大風発は持続可能な開発の原則に沿ったマネジメントの結果であ

ると考える。

この持続可能ではない開発を、持続可能にするには、環境アセスで配慮すれぱいいという問題では

ない。

先日6月12日のエネルギー戦略の見直し委員会の席上で、吉村昇座長は、「これからは浮体式

の洋上風力の時代に入っていく。秋田県では、由利本荘、にかほ沖合いに2基の実証実験の基地が

決まった。水深40om、20km~30km沖合いですので、住民の方々にですね、健康被害とか騒音

自由(Max
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とか、ほとんど影響でざいませんので、そういう意味では将来的には、そっちの方向に行くのかな

と思いますのでよろしくお願いしたいと思います」

と、着床式で離岸距離2kmの現計画は、あたかも風車騒音の影響があり、浮体式風力発電ならぱ

その影響がないことを言及されていた。

●質問3

川田龍平議員が、国会の場でも提案していたが、この計画を、持続可能な開発計画にするには、浮体

式洋上風力発電にして、諸外国同様、 20km以上の離岸距離をとること力暄ではないか?

又、持続可能な洋上風力発電の開発を目指す欧米の風力発電先進国など、80力国以上で策定して

いる Marinespatialplanning(海洋空間計画)の策定を強く国に求めるべきではないか?

この提案に対して、山形県知事の見解を伺う。

●質問4

今回、指摘した、離岸距離の件も、風車騒音の件も、鳥類の事も、地震りスクの事もこれまで法定協

議会ではほとんど議論されず、無視され続けてきた問題である。

特に r世界で 10MW以上の洋上風車力犠岸距離 10km以内の沿岸での稼働実綾はない」とい

う国会答弁を特に踏まえるべきである。

法定協議会の場で、この4点、離岸距離・風車騒音・鳥類への影響・地震りスクについて、有識

者を交えて、しっかりと協議すべきと考えるが、いかがか?

山形県知事の見解を伺う。
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H、RISK洋_t.風車騒音1とよる健康りスクの評価
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「H、りスク」に、遊佐風力発電計画のデータ 15MW 52基を約2KM ιこインプツトして求めた値
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全国1000人規模の疫学調査(影山隆之他)では,
風車騒音と睡眠障害(不眠症)の有意な関連性が示されている 2016
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.影山らは,全国50か所被験者1,079名(回答率
52%)について不眠症の有病率を調査した

.屋外騒音レベル41-45dBの曝露で,不眠症の有
病率が約5倍になっており(図には示されてぃ
ないが差でみれぱ'2.4%の上昇) このりスク上,

昇が統計学的に有意であった

.騒音レベル40dBは「図書館の館内」程度
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